
フ
ラ
ン
ス
の
宗
教
団
体
制
震
の
概
観

泉

洋

一

〈
甲
南
期
大
尚
子
〉

政
教
分
離
の
下
で
の
法
人
格
を
有
す
る
宗
教
関
体

フ
ラ
ン
ス
の
非
営
利
社
岡
山
法
人
は
多
様
で
あ
り
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

一
九

0
…
年
法
結
社
と
も
呼
ば
れ
る
窃
出
非
営
利
社
鴎
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(際的出
2
3
5
uロ
訟
の
Z
吋
勧
告
)
、
公
論
社
部
(
俗
的
関

2
3
t
z
z
n
o
g部
門
門
誌
在
砕
か
宮

g
x
d丘
、
修
道
会

(nOB苛
gaTU三
、
宗
教
社
団

〈

mw知
的
。
の
め
釦
4

甘い

O
口
合
同
に
ど
Mm-}冊
)
、

ア
ル
ザ
ス
・
モ
ゼ
j

ル
の
社
鴎
(
き
∞

2
3
t
oロ
円
円
と

g
g
S
E
C窓
口
岱
)
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
後
述
の

プランスIJ)宗教弱体費純度の概観(小泉)

よ
う
に
宗
教
団
体
が
公
議
社
屈
に
な
る
こ
と
は
な
い
し
、
ま
た
ア
ル
ザ
ス
・
モ
ゼ
i
ル
の
社
屈
は
政
教
分
離
の
下
で
の
制
度
で
は
な
い
。

ア
ル
ザ
ス
・
モ
ゼ

i
ル
の
社
鴎
は
、

一
八

O

年
の
コ
ン
コ
ル
ダ
に
基
づ
く
政
教
関
係
が
存
続
す
る
ア
ル
ザ
ス
地
方
お
よ
び
ロ
レ

l
ヌ

地
方
の
モ
ゼ
!
ル
県
に
地
方
法
と
し
て
効
力
を
も
っ
ド
イ
ツ
民
法
典
に
よ
る
社
間
で
あ
っ
て
、
こ
の
地
方
の
非
公
認
宗
教
の
印
体
が
と

る
法
的
形
惑
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
教
分
離
制
度
の
下
で
法
人
格
を
有
す
る
宗
教
団
体
は
、
窃
届
出
非
営
利
社
団
、
母
修

道
会
、
①
宗
教
社
一
簡
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
概
観
し
た
い
)
。

山
崎
出
非
営
利
社
関
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開
非
常
利
社
留
は
、
非
営
利
社
賠
に
関
す
る

般
法
で
あ
る
一
九

O
一
年
の
結
社
法
に
恭
づ
き
、
設
立
者
が
社
出
所
在
地
の
あ
る
県

の
県
庁
に
扇
出
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
所
定
の
法
律
上
の
能
力
を
伴
う
法
人
格
を
取
得
し
た
も
の
で
あ
る
。
法
律
は
、
「
利
援
を
配
分

す
る
こ
と
以
外
の
目
的
」
(

九
O
一
年
法
一
条
)
を
社
団
の
目
的
と
す
る
と
と
も
に
、
違
法
な
目
的
の
た
め

さ
れ
た
社
間
等

を
無
効
と
す
る
と
定
め
る
だ
け
で
あ
り
〈
向
法
三
条
て
属
出
非
営
利
社
団
の
目
的
を
限
定
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
宗
教
臼
的
の
題

出
非
営
利
社
団
も
許
さ
れ
る
し
、
ま
た
宗
教
活
動
と
と
も
に
慈
替
活
動
な
ど
他
の
目
的
を
も
っ
社
団
も
許
さ
れ
る
。
こ
の
趣
旨
は
、

九
O
七
年
一
月
二
日
の
法
律
が
、
宗
教
社
関
の
図
的
で
あ
る
礼
拝
を
も
弱
出
非
営
利
枝
問
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
安
定
め
る

後
述
の
よ
う
な
宗
教
社
間
の
窮
屈
さ
を
嫌
う
イ
ス
ラ
ム
教
の
教
団
、
お
よ
び
い
わ
ゆ
る
セ
ク
ト
の

(2) 

教
屈
の
ほ
と
ん
ど
は
こ
の
法
人
形
態
を
と
る
。

こ
と
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。

届
出
非
営
利
社
認
の
設
立
一
は
容
易
明
、
あ
る
。
法
人
格
の
取
得
は
、
社
団
の
名
称
、
目
的
等
を
定
款
に
添
え
て
県
庁
に
届
け
出
る
だ
け
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で
足
り
る
。
そ
の
際
に
は
社
町
は
行
政
庁
に
よ
る
事
前
統
制
を
受
け
な
い
(
同
法
五
条
一
一
環
一

ま
た
、
社
摺
設
立
後
も
組
織
、

連
常
に
関
す
る
法
的
組
制
約
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
と
く
に
、
社
聞
の
会
計
は
公
的
補
助
金
を
受
け
な
い
限
り
規
制
を
受
け
な
い
c

わ
ず
か

に
、
結
社
法
は
、
所
在
地
の
変
更
等
、
管
理
ま
た
は
連
営
の
変
更
、
定
款
の
改
正
に
、
県
庁
へ
の
届
出
が
要
求
す
る
の
み
で
あ
る
(
問

条
五
項
、

年
八
月
一
六
日
の
デ
ク
レ
一
一
一
条
)
。
こ
の
他
、
社
団
の
法
的
規
制
と
し
て
、
社
団
の
司
法
解
散
お
よ
ぴ
行
政
解
数

九
O 

の
制
度
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
司
法
解
散
は
、
社
関
の
目
的
が
違
法
で
あ
る
た
め
社
躍
が
無
効
と
な
る
場
合
に
、
裁
判
所
が
そ
の

社
団
の
解
散
を
震
告
す
る
も
の
で
あ
る
(

九
O
一
法
七
条
〉
。
こ
れ
に
対
し
、
行
政
解
散
は
、
戦
協
お
よ
び
民
兵
に
関
す
る
一
九
一
一
…

六
年
一
月
一

O
日
の
法
律
に
基
づ
き
、
傾
倒
議
を
経
て
大
統
領
が
発
す
る
デ
ク
レ
に
よ
る
解
散
で
あ
る
。
行
政
解
散
と
な
る
場
合
の
典
型

は
、
社
毘
が
街
頭
で
の
武
装
デ
モ
を
扇
動
す
る
場
合
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
頴
出
非
営
利
社
留
が
規
制
を
受
け
な
い
反
頭
、
届
出
非
営
利
社
盟
に
は
法
律
上
の
能
力
の
制
限
が
見
ら
れ
る
。
届
出
非



営
利
社
団
は
、
訴
訟
の
当
事
者
と
な
る
能
力
の
ほ
か
、
社
関
の
管
理
と
構
成
員
の
集
会
の
た
め
の
不
動
隊
、
お
よ
び
社
関
の
目
的
達
成

に
必
要
な
不
動
産
を
省
償
取
得
、
管
理
す
る
能
力
を
有
す
る
〈
六
条
一
一
項
)
。
だ
が
、
岩
出
非
営
利
柱
部
は
、
福
祉
、
慈
善
、
科
学
研

究
、
医
学
講
究
の
み
を
目
的
と
す
る
社
出
を
除
き
(

九
八
七
年
改
正
後
の
一
九

O
一
法
六
条
一
一
部
慌
て
公
正

に
よ
り
合
意
さ
れ

た
生
揺
贈
与
お
よ
び
議
轄
を
受
領
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
届
出
非
営
利
社
屈
は
財
産
の
無
償
取
得
の
能
力
の
な
い
法

律
上
の
能
力
し
か
も
た
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
こ
の
よ
う
な
制
制
限
さ
れ
た
法
律
上
の
能
力
を
「
小
さ
い
法
人
格
い
と
呼
ぶ
。
な
ぜ
、
こ

の
よ
う
に
届
出
非
常
創
刊
社
慌
の
法
律
上
の
総
力
が
制
制
限
さ
れ
て
い
る
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
に
は
結
社
法
制
定
時
強
か
っ
た
「
死
手
」

〈
自
民
間
回
目
。
吋
芯
)
へ
の
警
戒
が
あ
る
。
亮
手
と
は
、
結
社
と
く
に
修
道
会
の
所
有
し
た
、
他
に
譲
渡
さ
れ
な
い
財
産
の
こ
と
で
あ
る
。

結
社
法
制
定
の
頃
ま
で
修
議
会
は
遺
贈
に
よ
り
葉
大
な
漆
射
を
し
て
い
た
う
え
に
、
そ
の
資
金
が
一
九
世
紀
終
わ
り
に
カ
ト
リ
ッ
ク
が

加
担
し
た
反
共
和
一
点
の
運
動
に
使
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、
結
社
法
の
立
法
者
で
あ
る
共
和
派
は
死
手
を
警
戒
し
、
そ
の
結
果
、
立
法
者
は
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財
経
の
無
償
取
得
を
非
常
利
社
関
に
認
め
な
い
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

7ランスの宗教E主体制度の概観(小泉}

開
摘
出
非
営
利
社
団
の
資
金
源
令
晃
る
と
次
の
も
の
に
限
定
さ
れ
る
。
@
会
費
、
舎
補
助
金

i
l
i
た
だ
し
宗
教
図
的
の
揺
出
非
営
利

(
3〉

社
団
は
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

l
i
i、
命
収
益
活
動
(
仰
の
け
い
〈
宗
主

5
3
t
z
)、
@
手
捜
し
贈
与

2
s
g
S
5ご
で

あ
る
。
こ
の
う
ち
、
手
液
し
贈
与
と
は
、
現
金
、
小
切
手
な
ど
有
体
財
産
の
手
渡
し
に
よ
る
贈
与
の
こ
と
で
あ
る
。
結
社
法
が
届
出
非

常
利
社
関
の
受
婚
を
認
め
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
手
渡
し
贈
与
の
捕
捉
が
民
難
で
あ
っ
た
た
め
、
届
出
非
営
利
社
毘
へ
の
手
渡

し
贈
与
は
実
際
上
容
認
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、

九
八
七
年
の
結
社
法
の
改
正
に
よ
り
、
結
社
法
は
届
出
非
営
科
社
間
が
手
捜
し

鰭
与
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
明
確
に
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
思
出
非
営
利
社
団
は
拭
援
活
動
を
在
、
つ
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
、
場
合
に
よ
れ
ば
、
法
人
税
が

般
税
率

で
課
さ
れ
る
ほ
か
、
宗
教
目
的
の
極
出
非
営
利
社
団
も
本
来
享
受
し
う
る
税
制
上
の
優
遇
(
付
加
価
償
税
等
の
免
税
)
も
受
け
ら
れ
な
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い
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
た
料
開
と
し
て
、

回
れ
お
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
判
決
が
あ
る
。
こ
れ
は

九
八
五
年

。
月

サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
!
の
盟
体
の
収
益
へ
の
法
人
税
の
課
税
を
常
定
し
た
判
決
で
あ
る
。
そ
の
判
決
理
由
は
、
次
の
よ
う
な
事
実
か
ら
関

題
と
な
っ
た
団
体
の
営
利
的
性
格
を
認
定
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

φ
そ
の
団
体
が
教
義
の
賞
訟
の
欝
物
等
の
販
売
を
最
大

〈

4
)

の
資
余
源
と
し
た
こ
と
、
②
恒
常
的
に
収
入
超
過
を
追
求
し
た
こ
と
、
@
商
業
広
告
を
行
っ
た
こ
と
、
が
そ
れ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

岩
出
非
常
利
社
踏
の
税
制
に
関
し
て
君
、
っ
と
、
開
初
出
非
営
利
社
団
と
宗
教
社
岡
山
と
の
税
制
爾
で
の
違
い
を
見
て
お
く
必
婆
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
後
述
の
よ
う
に
宗
教
社
聞
は
寄
付
金
控
除
の
優
遇
を
受
け
る
の
に
対
し
、
宗
教
目
的
の
開
続
出
非
営
利
社
関
は
こ
れ
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
確
か
に
公
益
社
団
で
な
い
単
な
る
届
出
非
営
利
社
団
で
も
慈
善
、
教
育
、
科
学

研
究
、
人
道
活
動
等
を
行
う
公
益
拡
を
有
す
る
罰
体
で
あ
れ
ば
、
控
除
限
境
額
は
公
益
社
関
よ
り
低
い
が
寄
付
金
控
除
の
僚
遇
を
受
け

る
可
能
性
が
あ
る
(
租
税

般
法
典
一
一

0
0条
二
雨
明
〉
G

だ
が
、
宗
教
目
的
の
届
出
非
営
利
社
団
に
は
こ
の
恩
恵
が
及
ば
な
い
こ
と
に
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は
変
わ
り
は
な
い
。

な
お
、
届
出
非
営
利
社
聞
が
鱒
与
・
遺
鰭
を
受
領
す
る
能
力

i
i
フ
ラ
ン
ス
で
は
こ
れ
を
「
大
き
な
法
人
様
」
と
い
う

i
i
i
を
も

つ
た
め
に
は
、
コ
ン
七
イ
ュ
。
デ
タ
の
議
を
経
て
首
相
が
発
す
る
デ
ク
レ
に
よ
る
公
益
性
が
承
認
さ
れ
た
公
益
社
屈
に
な
る
必
要
が
あ

る
。
公
益
社
向
山
は
、
宗
教
社
聞
と
問
様
に
贈
与
・
遺
贈
を
受
領
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
税
制
上
の
優
遇
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

だ
が
、
そ
の
反
面
、
公
益
性
の
承
認
は
、
最
低
一
一
一
年
間
窟
出
非
常
利
社
留
と
し
て
活
動
し
た
こ
と
が
前
提
要
件
と
な
る
と
と
も
に
ご

九

O
一
年
法
一

O
条)、

年
八
丹
一
六
日
の
デ
ク
レ

一
定
の
内
容
を
持
つ
定
款
を
必
要
と
し
〈
結
社
法
施
作
に
関
す
る
一
九

G

条
て
ま
た
、
公
益
社
思
は
管
理
、
運
営
、
会
一
時
間
に
賄
側
し
て
行
政
庁
の
厳
し
い
規
制
、
監
督
に
服
す
る
。
も
っ
と
も
、
経
済
岡
山
体
お
よ

{5) 

ぴ
政
治
問
体
と
問
様
に
宗
教
団
体
に
公
磁
性
が
承
認
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。



修
道
会

結
社
法
は
非
営
利
社
鴎
の
特
別
制
度
と
し
て
修
道
会
の
制
度
を
定
め
る
。
だ
が
、
修
道
会
の
概
念
は
法
律
で
は
明
篠
に
さ
れ
て
い
な

ぃ
。
判
例
お
よ
び
学
説
は
、
お
修
道
警
願
、
母
共
同
生
活
、
@
教
会
が
本
認
す
る
会
期
、
の
一
一
…
袈
素
司
令
充
た
す
結
社
を
修
道
会
と
克
て

〈

6)

い
る
。
こ
れ
は
、
ロ

i
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
の
修
道
会
を
欝
織
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
事
実
、
修
道
会
は

d
η
f
w
 

機
関
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

「
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
二
次
的

修
道
会
に
関
す
る
結
社
法
の
鑑
定
の
多
く
は
ヴ
ィ
シ

i
政
府
下
の

九
四

0
年
代
の
法
律
で
改
廃
さ
れ
て
い
る
。

一
九

O
一
年
当
初

の
規
定
は
、
開
初
出
非
営
利
社
聞
の
自
由
主
義
的
規
定
と
は
対
照
的
に
、
修
道
会
へ
の
敵
視
の
発
想
に
立
っ
て
修
道
会
そ
厳
し
く
毅
制
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
修
造
会
の
設
立
そ
法
律
に
よ
る
許
可
に
服
せ
し
め
る
規
定
(
悶

〈

S
)

六
一
条
〉
に
は
、
そ
う
し
た
色
彩
が
濃
く
見
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
修
造
会
の
事
業
に
は
、
匿
療
、
一
稿
社
、

一一

お
よ
び
無
許
可
修
道
会
を
設
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立
者
へ
の
処
罰
規
定
(
出

教
育
、
伝
選
お
よ
び
膜
懇
な
ど
多
様
で
あ
っ
た
が
、
ぞ
れ
自
体
は
閤
家
を
不
安
に
さ
せ
る
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。
こ
れ
の
点
か
ら
す

フランスの主義教E自体制度の概綴(小泉}

れ
ば
、
修
道
会
へ
の
敵
視
を
理
解
し
が
た
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
修
道
会
が
修
道
士
を
全
人
格
的
に
吸
収
す
る
た
め
そ
れ
は
盟
家

か
ら
市
民
を
奪
う
こ
と
に
な
る
こ
と
、
ま
た
修
道
会
が
莫
大
な
蓄
財
を
す
る
(
死
J

き
と
い
っ
た
本
来
的
な
修
道
会
へ
の
不
倍
が
あ
っ

た
。
そ
の
う
え
、
と
く
に
第
三
共
和
制
料
期
に
ド
レ
ブ
ユ
ス
事
件
で
見
ら
れ
た
よ
う
に
修
道
会
が
毘
共
和
的
な
政
治
姿
勢
を
と
っ
た
こ
と

カf

一
九

O
一
年
の
結
社
法
の
修
道
会
敵
視
条
項
の
背
殻
に
な
っ
た
。

修
道
会
の
樹
皮
は
一
九
問
問

0
年
代
の
改
正
法
に
よ
り
自
由
化
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
今
自
で
は
、
修
造
会
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・

デ
タ
の
議
を
経
た
デ
ク
レ
に
よ
る
法
的
承
認
マ

2
0
3
5広
器
苦

zbm包
叩
〉
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
修
造
会
は
法
人
格
令
取
得
し

改

正
後
の
一
三
条
て
さ
ら
に
公
益
社
団
に
類
す
る
法
律
上
4

の
能
力
お
よ
び
寄
付
金
控
除
の
特
権
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
修
道
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会
に
は
、
依
然
と
し
て
組
織
・
運
営
に
隠
し
て
は
、
公
設
社
町
並
か
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
厳
し
い
規
制
が
あ
る
二
五
条
参
照
〉
。

法
的
承
認
申
請
の
要
件
に
は
、
公
議
札
仕
掛
の
公
益
性
糸
認
申
認
と
同
様
の
も
の
の
ほ
か
に
、
教
一
弘
司
教
へ
の
撮
従
と
い
う
も
の
が
あ

年
の
デ
ク
レ

る
(
前
述

JL 
G 

九
条
、
二

G
条
)
。
今
日
、
こ
の
要
件
が
柔
軟
に
解
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
ロ

i
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
以

外
の
伝
統
的
宗
教
の
修
道
会
も
ゑ
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、

一
九
九
六
年
現
在
で
、
非
カ
ト
リ
ッ
ク
の
修
道
会
と
し
て
、
四
つ
の

東
方
正
教
会
系
修
道
会
、
六
つ
の
仏
教
系
修
道
会
、

〈

9
)

め
ら
れ
て
い
な
い
。

つ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
修
議
会
を
数
え
る
。
だ
が
、

セ
ク
ト
の
修
道
会
は
認

四

宗
教
社
関

1 

宗
教
社
聞
の
意
義

-72-

宗
教
社
留
に
つ
き
政
教
分
離
法
は
次
の
よ
う
に
定
め
る
。
宗
教
社
聞
は
、
「
あ
る
宗
教
の
経
費
、
維
持
費
お
よ
び
そ
の
公
的
な
礼
拝

に
必
要
な
費
用
を
供
す
る
」
こ
と
を
詩
的
と
す
る
届
出
非
営
利
社
陪
で
あ
る
(
一
八
条
〉
。
ま
た
、
宗
教
社
団
は
「
あ
る
宗
教
の
礼
拝

を
行
う
こ
と
の
み
を
官
約
」
と
す
る
も
の
で
も
あ
る
(

仲
合
)
の
執
行
を
唯

九
条
)
。
こ
の
規
定
か
ら
、
信
者
の
集
団
的
な
宗
教
儀
式
で
あ
る
礼
拝
(
C

尽

の
目
的
と
す
る
組
出
非
営
利
社
留
が
基
本
的
に
主
教
社
団
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

た
だ
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宗
教
社
団

i
i
e
こ
れ
を
向
教
区
社
団
(
言
明
2
3
t芸
品
芯
凸

bsz忠
と
い
う

i
i
l
は
、
政
教
分
離
法

に
適
合
す
る
も
の
と
さ
れ
る
が
、
地
宗
教
の
宗
教
社
団
と
は
異
な
る
点
が
あ
る
。
ど
の
い
ね
…
が
異
な
る
か
と
い
、
っ
と
、
宗
教
社
団
が
後
述

の
よ
う
に
市
町
村
を
単
位
と
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
司
教
区
社
関
は
ほ
印
県
に
相
当
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
司
教
区

を
単
位
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、
カ
ト
リ
ッ
ク
は
礼
拝
そ
専
ら
聖
職
者
の
職
務
と
考
え
た
た
め
、
司
教
一
依
社
聞
の
口
録
的
が
カ
ト



リ
ッ
ク
の
経
費
お
よ
び
維
持
費
に
必
要
な
費
用
を
供
す
る
こ
と
も
限
定
さ
れ
て
い
る
点
も
異
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
司
教
区
社
聞
は
、

カ
ト
リ
ッ
ク
の
政
教
分
離
法
へ
の
抵
抗
お
よ
び
政
府
の
カ
ト
リ
ッ
ク
と
の
妥
協
と
い
う
歴
史
的
経
緯
の
獲
物
で
あ
る
。

2 

宗
教
社
留
め
自
的
・
組
織

政
教
分
離
法
は
宗
教
社
団
の
制
車
会
結
社
法
の
ゆ
の
溜
出
非
営
利
社
関
の
条
項
に
準
拠
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
宗
教
社
関
の
設

立
は
県
庁
へ
の
岩
出
の
み
で
足
り
容
易
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
と
と
も
に
、
設
述
の
よ
う
に
、
宗
教
社
団
の
法
律
上
の
能
力
も
届
出
非
常

利
社
間
と
問
様
に
制
限
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
宗
教
社
団
に
は
、
政
教
分
離
法
の
定
め
る
次
の
よ
う
な
特
加
な
組
制
が
あ
る

二
九
条
、
二
一
条
〉
。

φ
宗
教
社
聞
の
民
的
は
礼
拝
の
み
に
限
定
さ
れ
る
、
命
宗
教
社
団
に
は
市
町
村
に
対
応
す
る
活
動
区
域
の
制
限

(
ぬ
)

が
あ
る
、
@
そ
の
活
動
区
域
に
必
要
な
最
抵
構
成
員
数
が
あ
る
、
④
宗
教
社
聞
の
会
計
に
も
規
制
が
及
ぶ

(
財
産
管
理
は
年
一
回
総

会
で
の
承
認
を
饗
す
る
、
会
計
帳
簿
の
備
え
つ
け
等
コ
こ
の
よ
う
に
宗
教
社
聞
は
か
な
り
ロ

i
カ
ル
で
窮
版
な
組
織
ぞ
あ
る
。
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宗
教
社
陪
の
窮
題
さ
を
最
も
強
く
生
ぜ
し
め
る
の
は
、
先
に
述
べ
た
第
一
点
、
す
な
わ
ち
宗
教
社
留
は
礼
拝
を
喉

の
問
的
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
宗
教
社
聞
は
礼
拝
に
関
連
す
る
事
業
し
か
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

フランスの宗教関体総理Eの微量l!(小泉)

こ
の
よ
う
な
宗
教
社
屈
は
、
わ
が
留
に
お
い
て
宗
教
法
人
が
会
議
事
業
を
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
比
べ
て
ず
っ
と
狭
い
制
度
で

あ
る
。
そ
れ
で
は
教
留
が
文
北
吋
活
動
、
怒
善
活
動
な
ど
礼
拝
以
外
の
事
業
を
行
う
場
合
に
は
ど
う
す
る
か
と
言
え
ば
、
教
関
川
は
宗
教
社

国
と
は
剖
備
の
非
営
利
社
拐
の
設
立
と
い
う
方
法
を
と
る
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
礼
拝
以
外
の
事
梁
が
宗
教
的
な
も
の
〈
剖
え
ば
宗
教

的
図
書
の
出
版
、
販
売
)
で
あ
っ
て
も
、
教
毘
が
宗
教
社
団
と
は
別
倒
に
設
立
し
た
阿
続
出
非
営
約
社
団
が
主
体
と
な
っ
て
そ
れ
を
行
う

の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
よ
う
な
場
合
、
教
聞
は
、
宗
教
的
活
動
と
そ
う
で
は
な
い
事
業
と
を
分
け
て
別
々
に
複
数
の
届
出
非
営
利
荘

開
閉
を
設
立
す
る
こ
と
が
多
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
に
よ
り
教
関
は
、
後
述
す
る
宗
教
社
印
の
有
利
さ
を
享
受
し
、
ま
た
非
宗
教
的
活

(
H
H
}
 

動
に
つ
い
て
の
属
出
非
営
利
社
癌
に
つ
い
て
公
的
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
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な
お
、
宗
教
社
団
の
ロ

i
カ
ル
性
を
是
正
す
る
制
度
と
し
て
、
宗
教
社
屈
の
迷
合
体

(5-S)
の
制
度
が
あ
る
。
宗
教
社
留
の
逮

合
体
は
、
各
々
の
地
方
家
教
社
関
を
携
成
長
と
す
る
一
つ
の
宗
教
社
関
で
あ
り
、
加
盟
す
る
各
宗
教
社
団
の
名
称
お
よ
び
所
在
地
等
を

連
合
体
の
所
夜
地
の
あ
る
県
の
保
庁
に
開
初
出
を
す
る
こ
と
で
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
連
合
体
は
地
方
宗
教
社
団
と
関
等
の
法

律
上
の
能
力
を
有
す
る
。
そ
の
た
め
、
教
祖
は
そ
れ
に
属
す
る
宗
教
社
慢
の
剃
益
を
関
り
ま
た
そ
の
活
動
を
調
整
す
る
た
め
に
連
合
体

(ロ〉

の
制
度
を
活
用
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
連
合
体
も
宗
教
社
毘
と
同
じ
規
制
約
を
受
け
る
た
め
、
礼
拝
に
関
連
す
る
活
動
し
か
行
う
こ

と
が
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
宗
教
社
聞
の
連
合
体
も
教
出
に
は
窮
濯
な
制
度
の
よ
う
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
綴
織

を
見
れ
ば
そ
れ
が
、
っ
か
が
え
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
各
数
派
が
設
立
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方

宗
教
社
関
お
よ
び
そ
の
連
合
体
(
捌
問
え
ば
「
全
閣
改
革
教
会
同
盟
」
)
が
あ
る
ほ
か
、
そ
の
各
連
合
体
自
体
お
よ
び
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

の
信
仰
に
基
づ
き
慈
善
事
業
等
を
行
う
多
数
の
届
出
社
簡
を
描
構
成
長
と
す
る
一
九

O
一
年
法
結
社
の
連
合
体
と
し
て
、
「
フ
ラ
ン
ス
プ
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ロ
テ
ス
タ
ン
ト
逮
盟
」
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、

a的
お
よ
び
組
織
に
お
い
て
こ
の
よ
う
に
窮
騒
な
宗
教
社
罰
の
制
度
を
政
教
分
離
法
の
立
法
者
が
設
け
た
の
は
、

し、

治、

な
る
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
の
見
る
限
り
、
こ
れ
に
は
次
の
二
つ
の
理
由
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
①
反
教
権
主
義
、
金
問

公
認
宗
教
の
宗
教
財
産
の
移
転
、
が
そ
れ
で
あ
る
。
前
者
の
反
教
権
主
義
は
政
教
分
離
法
の
思
想
的
背
鎮
で
あ
り
、
こ
れ
は
簡
潔
に
言

え
ば
教
会
勢
力
が
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
に
介
入
、
ぞ
れ
を
支
配
す
る
の
を
嫌
う
思
想
、
傾
向
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
反
教
権
主
義

に
よ
り
、
教
会
の
活
動
を
私
的
な
礼
拝
の
領
域
に
の
み
押
し
込
め
る
よ
う
に
し
て
制
定
さ
れ
た
の
が
、
宗
教
社
団
の
制
度
で
あ
っ
た
。

宗
教
社
間
が
礼
拝
執
行
を
の
み
を
間
続
的
と
し
た
こ
と
に
は
反
教
権
主
義
の
急
彩
が
濃
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
後
者
の
宗
教
財
涯
の

移
転
と
は
何
か
。
ぞ
れ
自
体
は
、
政
教
分
離
法
が
、
政
教
分
離
前
の
公
認
家
教
の
公
法
人
の
所
有
し
た
宗
教
財
産
を
純
然
た
る
私
法
人

で
あ
る
弱
出
非
営
利
社
団
に
移
転
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
合
ニ
条
参
照
コ
そ
し
て
、
こ
の
宗
教
財
産
の
移
転
が
政
教
分
離
法
の



定
め
る
宗
教
結
社
制
度
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
そ
れ
は
立
法
者
が
宗
教
財
産
の
移
転
と
用
時
に
次
の
よ
う
に
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
私
法
人
は
公
法
人
に
属
し
た
宗
教
財
産
を
承
継
す
る
か
ら
に
は
組
織
に
何
ら
か
の
規
制
が
必
要
だ
、
と
く
に
会
計
に
は
公
法
人
並
み

の
規
制
令
及
ぼ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
宗
教
社
関
の
最
低
構
成
員
数
の
制
制
限
お
よ
び
会
計
の
規
制
が
導
入
さ

(
刊
叫
〉

れ
た
の
で
あ
る
。

3 

宗
教
社
届
の
法
律
上
の
能
力

次
に
、
と
く
に
宗
教
社
聞
の
法
律
上
の
能
力
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
政
教
分
離
法
制
定
時
と
今
日
と
の
変
化

が
滋
脅
し
い
。

ま
ず
、
政
教
分
離
法
の
制
定
当
初
、
宗
教
社
聞
が
結
社
法
の
回
初
出
非
営
利
社
留
の
剰
設
を
基
礎
と
し
た
た
め
、
宗
教
社
団
の
法
律
上

の
能
力
は
基
本
的
に
小
き
な
法
人
格
と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
法
律
上
の
能
力
で
の
届
出
非
営
利
社
団
と
の
蓬
は
わ
ず
か
な
も
の
で

-75-

あ
っ
た
。
宗
教
社
間
は
財
産
を
無
償
取
得
す
る
能
力
を
も
た
ず
、
ま
た
宗
教
社
罰
の
資
金
滋
と
し
て
は
次
の
三
種
、
合
会
費
、
争
政
教

分
離
法
の
定
め
る
手
渡
し
贈
与
〈
礼
拝
の
た
め
の
寄
付
、
儀
式
な
ど
へ
の
報
酬
箆
芝
、
③
動
産
寝
不
動
産
収
入
、
が
あ
っ
た
が
、
こ
の

フランスの言宗教E自体制度の機綴(小主主)

う
ち
、
手
渡
し
贈
与
を
除
き
一
九

O
一
年
法
結
社
と
同
様
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
c

も
っ
と
も
手
渡
し
贈
与
に
つ
い
て
は
事
情
が
異
な

る
。
確
か
に
、

一
九
八
七
年
の
結
社
法
改
正
に
よ
り

九
O
一
年
法
結
社
も
手
渡
し
贈
与
を
受
け
る
こ
と
が
明
示
的
に
承
認
さ
れ
て
い

る
が
、
政
教
分
離
法
制
定
時
に
は
そ
れ
が
不
明
確
で
あ
っ
た
た
め
、
手
渡
し
熊
与
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
点
に
お
い
て
、
宗
教
社
団

な
お
、
前
述
の
や
と
mwは
政
教
分
離
法

九
条
四
項
に
明
示
さ
れ
て
い
る
が

は
一
般
の
回
初
出
非
営
利
社
団
よ
り
も
優
達
さ
れ
て
い
た

第
一
一
一
の
資
金
源
で
あ
る
動
産
・
不
動
産
収
入
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
届
出
非
営
利
社
副
に
も
認
め
ら
れ
て
い
る
収
議
事
業
に

属
す
る
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
動
産
収
入
と
し
て
は
、
野
外
パ
ザ
!
、
バ
ザ

i
、
巡
礼
旅
行
な
ど
の

旅
行
の
収
説
、

書
物
、
カ
セ
ッ
ト
、

c
bお
よ
び
食
料
品
世
帯
め
提
供
で
あ
り
、
不
動
産
収
入
と
は
、
当
部
必
要
の
な
い
所
有
不
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(
日
肺
)

動
産
の
賞
料
で
あ
る
。

だ
が
、
宗
教
社
団
が
財
産
を
無
償
取
得
す
る
能
力
を
有
し
な
い
こ
と
は
一
九
四
ニ
年
の
政
教
分
離
法
改
正
に
よ
り
改
め
ら
れ
た
。
教

会
に
対
し
好
意
的
姿
勢
を
示
し
た
ヴ
ィ
シ

i
政
権
下
で
の
…
九
鵠

年
法
は
政
教
分
離
法
を
改
正
し
宗
教
社
毘
の
資
金
源
と
し
て
明
示

的
に
贈
与
・
遺
贈
を
加
え
た
。
し
か
も
一
九
回
二
年
法
は
ヴ
ィ
シ

1
政
権
崩
壊
後
も
維
持
さ
れ
た
。
さ
ら
に
…
九
八
七
年
の
メ
セ
ナ
振

興
法
に
よ
る
税
法
改
正
に
よ
り
、
贈
与
・
遺
婚
の
受
領
を
認
可
さ
れ
た
宗
教
社
団
は
公
益
社
聞
と
関
様
の
税
制
上
の
優
遇
も
受
け
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
法
律
上
の
能
力
お
よ
び
税
制
面
の
優
還
の
点
で
、
宗
教
社
団
は
大
き
な
法
人
格
を
有
す
る
公
縫
社

国
に
類
似
し
た
も
の
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
も
と
も
と
基
本
的
に
は
届
出
非
営
利
社
団
に
す
ぎ
な
か
っ
た
宗
教
社
団
が
、
今
日
、

{
お
)

公
援
社
団
と
開
制
刊
の
も
の
と
な
っ
た
と
見
る
ほ
か
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
宗
教
社
屈
が
贈
与
・
遺
贈
会
受
け
る
た
め
に
は
、
贈
与
・
遺
婚
に
家
族
の
異
議
が
な
い
場
合
そ
の
所
在
地
の
あ
る
県
の
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知
事
の
認
可
安
要
す
る
。
だ
が
、
家
族
の
異
議
が
あ
る
場
合
に
は
、

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
議
を
経
た
デ
ク
レ
に
よ
る
認
可
が
必
要
と

な
る
。
後
者
の
場
合
に
認
可
事
務
を
怒
鳴
一
す
る
部
局
は
、
内
務
省
の
行
政
総
局
関
土
行
政
政
治
局
間
体
活
動
課
の
下
に
あ
る
や
央
宗
教

(∞ミ
SMM
窓
口
付
吋
包
内
山

g
2
x
g
)
で
あ
る
(
こ
の
部
局
は
修
道
会
の
法
的
承
認
に
関
す
る
事
務
も
行
う
)
。
こ
の
認
可
に
際
し
て

県
庁
ま
た
は
内
務
省
が
後
見
的
監
督
を
行
う
。
後
見
的
監
督
に
お
い
て
行
政
庁
は
、
宗
教
社
聞
が
大
き
な
法
人
格
を
受
け
よ
う
と
寸
る

際
に
、
社
閣
の
礼
拝
専
念
性
な
ど
法
律
の
婆
件
を
充
足
し
て
い
る
か
、
公
の
秩
序
に
反
す
る
活
動
を
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
、
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
際
行
政
庁
は
、
定
款
等
の
欝
類
の
審
査
は
も
と
よ
り
盟
体
の
活
動
実
態
の
審
査
を
も
行
、
っ
。
こ
の
た

め
、
セ
ク
ト
の
教
団
は
宗
教
社
団
と
し
て
県
庁
に
頴
出
を
し
て
も
、
そ
の
多
く
は
贈
与
・
遺
贈
の
受
頬
認
可
の
際
に
宗
教
社
団
と
し
て

(

ぱ

叫

)

認
め
ら
れ
ず
、
そ
の
た
め
税
の
優
遇
措
震
も
受
け
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
行
政
実
務
は
判
例
に
よ
り
承
認
さ
れ
て
い
る
。



五

フ
ラ
ン
ス
の
宗
教
団
体
制
度
の
特
徴

(
げ
)

以
上
に
概
観
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
宗
教
詩
体
制
震
を
攻
め
て
見
る
と
、
次
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
特
徴
を
指
檎
で
き
よ
う
。

第
一
に
多
様
性
で
あ
る
。
わ
が
臨
と
比
ベ
フ
ラ
ン
ス
の
宗
教
関
体
制
震
(
宗
教
法
人
制
度
)
は
多
縁
で
あ
る
。
本
稿
で
は
触
れ
な
か
っ

た
地
方
の
特
別
制
度
の
存
在
を
考
癒
す
れ
ば
、
さ
ら
に
多
嫌
で
あ
る
。

第
ニ
に
、
保
守
性
で
あ
る
。
修
道
会
は
法
制
定
時
に
存
在
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
修
道
会
を
前
提
と
し
、
ま
た
宗
教
社
匝
の
制
度
は
旧

公
認
宗
教
の
宗
教
財
産
の
受
け
胞
と
し
て
構
想
さ
れ
た
と
い
う
点
で
、
こ
れ
は
旧
公
認
宗
教
の
み
を
想
定
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
フ

ラ
ン
ス
の
宗
教
団
体
制
度
が
フ
ラ
ン
ス
の
い
伝
統
的
宗
教
の
み
を
欝
提
と
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
そ
の
制
度
は
保
守
的
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
歴
史
の
浅
い
ユ
ダ
ヤ
教
な
ど
の
語
体
が
宗
教
社
聞
を
設
立
で
き
な
い
、
ま
た
そ
う
し
よ
う
と
は
し
な
い
の
も
、
こ

-77ー←

の
よ
う
な
保
守
性
を
一
不
す
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
三
に
一
一
段
鰭
性
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
宗
教
岡
山
体
制
宜
は
次
の
よ
う
に
大
き
く
一

つ
の
種
類
が
あ
る
。

一
方
で
は
、
規
制
を
受
け

フランスの宗教E主体制l燦:の概襲撃(小泉)

な
い
反
面
法
棒
上
の
能
力
が
制
限
さ
れ
、
ま
た
説
制
上
の
優
遇
を
受
け
な
い
法
人
(
月
初
出
非
営
利
社
団
)
が
あ
り
、
他
方
で
強
い
規
制

(
叫
叩
)

を
受
け
る
が
、
法
律
上
の
能
力
が
制
限
さ
れ
ず
、
ま
た
税
制
約
上
の
後
議
を
受
け
る
法
人
(
修
道
会
お
よ
び
宗
教
社
団
)
が
あ
る
。
そ

し
て
、
読
教
社
団
だ
け
に
絞
る
と
、
教
関
は
行
政
庁
に
岩
出
を
計
、
つ
だ
け
で
前
者
の
題
出
非
常
利
社
閉
そ
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
が

一
段
踏
〉
、
教
聞
が
後
者
の
利
点
を
享
受
す
る
た
め
に
は
、
行
政
庁
の
厳
格
な
審
査
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
さ
ま
、
Z
ま
な

婆
件
i
ー
ー
そ
の
な
か
に
は
教
団
に
と
っ
て
か
な
り
窮
屈
を
強
い
る
も
の
も
あ
る

i
会
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
段
階
コ

そ
し
て
修
道
会
を
設
立
す
る
の
も
こ
の
第
二
設
階
に
相
当
す
る
。
こ
う
見
る
と
、

フ
ラ
ン
ス
の
宗
教
閉
山
体
に
は

段
階
が
あ
る
と
い
え

レ品、内ノ。
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最
後
に
セ
ク
ト
に
関
す
る
問
題
と
の
関
連
性
で
あ
る
。
こ
れ
は
宗
教
陪
体
制
捜
の

段
階
性
が
今
日
セ
ク
ト
の
団
体
へ
の
対
応
に
話

用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
社
会
に
危
険
な
宗
教
集
団
の
組
織
は
、
届
出
非
営
利
社
聞
を
設
立
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
今

5
の
行
政
笑
務
お
よ
び
判
例
に
よ
り
、
第
二
段
階
の
修
道
会
ま
た
は
宗
教
社
聞
と
し
て
の
特
典
を
卒
受
す
る
こ
と
か
ら
排
除
さ
れ
る
。

(1)

こ
れ
ら
の
制
度
の
泌
総
は
、
小
泉
浮
「
フ
ラ
ン
ス
の
然
教
団
体
淡
制
」
限
4

構
法
学
三
七
泰
一
九
九
ム
ハ
)
気
質
以
下
を
参
照
。

(2)

〉
一
空
ロ
∞
ミ
。
フ
ト
ぬ
弘
、
宮
内
札
語
、
吾
、
町
向
3
2
3
~
4
3
Q記
タ
司

C
M
J
g
g
-
V∞∞一
P

『胞の品
5
2
H
N告
一
一
戸
円
h
m
功
。
。
門
会
主
円
。
吋
仏
語
円
b
m
E
r
F
F
2
3
・込
nbS芝
段
、
ミ
hcp

2
・{閉山崎一一
w
叫

hy
官・中間

〈

3
)

礼
鮮
に
糾
問
す
る
靖
明
助
念
を
禁
え
す
る
絞
殺
分
緩
淡
一
一
条
の
滋
旨
か
ら
も
温
阪
神
什
営
利
投
開
凶
で
あ
っ
て
も
、
礼
拝
を
悶
M

柏
町
と
す
る
も
の
は
も
と
よ
り
、
文
化
活
動

と
と
も
に
祭
教
活
動
を
も
践
的
仰
と
す
る
社
箆
は
、
公
的
機
ぬ
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
を
閉
経
し
た
判
明
掛
川
と
し
て
、
。

'F
也
君
円
。
ず
耳
目
参
同
入
U
0
5
4

宮
正
高
品
。

M
U
F
a
a
r
o
c
E
の
¥
〉
詔
0
2鈴
c
c
m
〈

mwFZhw
∞
。
毛
富
田
E
z
m
品。

m
E口付
a
p
o
g
m
V
暢

ρhzcm-
同唱曲
M
-
P
日
時
中
的
少
官

NN由鳴ロ。
Z
〉コ円。
5
命仲付。〉
mvd々
。，

ZF-
参
照
、
小
泉
「
フ
ヴ
ン
ス
じ
れ
指
け
る
ぶ
教
組
輯
織
へ
の
補
助
金
禁
止
い
甲
議
淡
学
三
五
袋
三

-
m
間
四
万
(
一
九
九
五
)
}
包
七
一
災
以
下
。

(4)

ハU
・開場向品

o
a
c
F
3
3
8
-
〉
話
。
smWCCロ
を
で
都
宮
念
仏
三
郎
コ
GG
ぐ色一⑦可
or
お
き
に
匂
丸
S
Q寺
町
村
白
色
食
。
。
若
丸
礼
6
H
Q判
明
官
同
窓
a
c
?
のヨ……
s
n
F
E
広門"の
O守

a
S
E
E
-
0
3九師、色町
HFH
ゆ
∞
一
出
場
七
白
石
む
い
'
な
れ
料
、
こ
の
判
判
決
以
降
も
、
サ
イ
ヱ
ン
ト
ロ
ジ
i
の
図
体
の
淡
人
税
ま
た
は
付
加
錨
描
脱
税
の
続
税
措
税
務
を
品
ず
っ
た
事
体

は
多
い
。

cmu-
〉
-
Z言
仲
界
閉
山
向
日
間
器
内
同
∞
話
器
内
科
C
Z同
居
"
ロ
円
。
及
、
R
G
F
同申告
4MMeH
会
だ
の
・
の
〉
-
附
》
何
時
w
p
H
U
自

E

S
抑
制
・
。
3
m判
bNHwnQpss
・官・
8
0
帽
。
・
の
・
〉
-

HV鈴
言
明
印
ミ
コ
ニ
芸
品
"
句
作
hNhS3
札
君
号
、
M
b
p
g
v言
、
R
Q言、

E
Zゑ
M
g品'官同
r
c
b
-
〉
e
円、可
o
p
出
ゑ
露
出
W
C
Z
M哨
玄
-
b
3九円
b刊
需
品

F
M
由
8
・間以知∞--

(5)

問。
toBMWMつ
E
F
Z
-
b
s
o丸紅円
03切
符
料
治
山
喜
&
岳
災
p
m
e
仇広一件"。句
f
pお
書
-M油
川

WM-
間以
eAwmw'

(
s
v
c
p
ハV広
三
回
?
と
g
ユ
COMrmw三
-NL窓
辺
公
も
に
守
山
料
品
向
指
併
で
訟
を
o
p
C色
-oN。
s
s
-
t吋
吋

0・

(
7
v
r患
の
号
ぎ
問
M
Z
F
0
3
h
w
B
qた
』
¥
ト
話
交
否
。
迫

5
・
H
d相
J
Hマ
注
目
尽
き
嶋
回
世
津
町
y
g由・

〈

8
)

修
造
会
規
制
の
詳
湖
に
つ
き
参
加
間
一
、
徳
永
千
加
子
「
修
議
会
規
制
別
法
の
阜
市
授
と
結
社
の
自
由
」
開
十
稲
田
政
治
八
ム
法
研
究
三
ム
ハ
車
内
二
一
九
九
二
一
八
五
爽
以
下
。

(
旦
以
下
に
つ
き
参
間
関
山
、
ト
急
措
時
三
宮
内
7
6
p
q
p
m
喜
志
ユ

p
e
N
8∞
L
J
2
3
z
b伶甲山釦
c
o
z
y
-
3的ゆ

Z
P

(MW)

届
出
券
営
利
校
図
お
よ
び
修
道
会
の
最
低
機
成
員
数
は
二
名
で
あ
る
の
に
対
し
ご
九

0
…
等
法
一
条
)
、
出
邪
教
社
関
山
の
最
低
構
淡
員
数
は
ず
っ
と
多
い
。
例
え

考
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ば
人
口
二
万
人
の
市
町
村
で
は
然
数
枝
問
闘
は
鍛
紙
二
蕊
名
の
織
成
胤
闘
を
制
寂
す
る
〈
絞
数
分
離
略
法

(
日
)
玄
@
同
氏
段
目
0
2
?
?。ロ』
g
w
b
z
o
o
p
H
H
h
o
g
日
常
誌
や
戸
口
氏
自
悲
鳴
浴
場
的

wMY
努

(

は

)

同

ER--
咽・岡田・

(
日
)
参
照
、
小
泉
・
前
掲
注

(
1
)
一
一
一
八
一
呉
、
刑
制
二
賞
。

(
H
H
)

明
。
一
。
話
中
F
o
g
o
F
O勺
-
R
H
J

唱・ぉ・

(
日
)
司

E
E
ω
忍
2
5
9
?色
合
忽
仲
間
戸
釦
問
診
念
丸
山
釦
町
立
仲

b
y
z
ι
S
F
M少
な
札
邸
玄
料
、
話
。
吋
吋
・
M

場
場
制
七
切
符

(
日
)
例
え
ば
、

c・切・
M
M
E
n
s
eこ
唱
曲
タ
〉

ωaongcoロ
}
V
，z
g
gお
都
島
幸
語
言
ぃ
S
G
窓
会
話
。
豆
さ
M
G
U
Z
主婦

MN詩
於
魚
川
礼
町

ω
ぬ
司
偽
な
仏
H
h

の
o
g丸
、
阿
お
hw
同
己
中

こ
の
判
例
も
含
め
参
娘
、
大
石
糞
「
憲
法
と
宗
教
制
度
』
(
省
愛
郷
、
一
九
九
六
〉
一
一
二
ハ
一
災
以
下
。

(
立
詳
細
に
つ
き
参
娘
、
小
泉
'
前
掲
法

(
1
)
五
八
i
六
一
一
員
G

(
問
)
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ガ
ス
ト
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
宗
教
箆
俸
を
、
一
方
で
行
欽
庁
に
象
如
持
さ
れ
た
政
教
分
離
概
法
の
「
公
認
{
泳
教
枝
問
闘
い
お
よ
び
修
滋
会
、
他
方
で
他
の

一九

O
一
年
法
結
社
と
に
分
類
す
る
。

E
Z
H
3
言
。
主
グ
円
、
雲
町
三
件
。
:
仲
写
令
。
戸
持
品
。
幼
主
き
さ

九
条

幅
慣
)
。
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